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研究報告

　ヒト神経型ゴーシェ病(II型)iPS細胞(以下略：hGDII-iPS細胞)の樹立・解析と神経細胞への分化を試
みた。hGDII-iPS細胞の特性を調べるため透過型電子顕微鏡をもちいて細胞内部構造を解析した。
hGDII-iPS細胞の細胞質に多数の巨大な空胞を確認した。しかし初期化前のゴーシェ病皮膚線維芽細
胞に確認されたミエリン様のライソゾーム封入体はhGDII-iPS細胞には確認できなかった。hGDII-iPS
細胞と健常ヒトiPS細胞(TKDA3-4細胞株)を酸性フォスファターゼ染色にて比較検討したが両者に優位
な差はなかった。hGDII-iPS細胞を神経細胞に分化させることに成功したが分化効率は未だ良くない。
今後ゴーシェ病iPS細胞が持つ特性の解析と分化させた神経細胞の特徴を解析する。非神経型ゴー
シェ病(I型)iPS細胞の樹立を複数回試みたが樹立できなかった。現在ヒト古典型ファブリ―病iPS細胞シェ病(I型)iPS細胞の樹立を複数回試みたが樹立できなかった。現在ヒト古典型ファブリ―病iPS細胞
の樹立中である。


